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課題認識と対応

• 中小企業や家庭は、「省エネバリア」に直面している。

➢事業や生活において、省エネ・気候変動対策の優先度が低い。

✓ 余裕がない場合： 事業や生活の直接的な防衛に、時間とお金を充てる。

✓ 余裕がある場合： より魅力的な投資行動、生活満足度を高める消費行動等に、時間とお金を充てる。

➢資金へのアクセスが乏しい。（初期投資の困難）

➢情報へのアクセスが乏しい。（基本的に受け身）

➢新しい技術等に対して、懸念や不安がある。 （失敗の恐怖、故障リスク等）

➢動機が無い、または弱い。 （テナント・オーナー問題、現状維持バイアス等）

• 経済合理的で、負担の少ない取り組みさえも、見過ごされやすい。

• 外部からの働きかけと、バリアを緩和する仕組みが必要。
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初期投資ゼロで、ヒートポンプ式給湯機に交換

• エコキュートのリースサービス（北陸電力）

電気料金

電気料金 電気料金

リース料金

導入前
＜電気温水器＞

導入後10年間
＜エコキュート＞

導入後11年目～
＜エコキュート＞

支払額

（出所）北陸電力株式会社「エコキュートのリースサービス「Easyキュート」の開始について」（2022年12月14日）をもとに住環境計画研究所作成

「省エネバリア」の緩和
①資金へのアクセス ⇒初期投資は不要
②技術への懸念 ⇒10年間は修理等の負担無し

20年以上の実績がある技術

従量単価 約16円/kWh 以上で、
支払額はベースラインを下回る
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プッシュ型の介入が有効

• きっかけづくりとしての、プッシュ型の情報的介入をいかにデザインするか

情報の
充実度

利用者
＋

＋

評価制度

プッシュ型介入

情報提供
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「社会規範」を応用
した他世帯比較

「損失回避性」を応用
した光熱費表現

「選択肢過多」を回避
してアドバイスを厳選

エネルギー消費量を近隣世帯と比較：
ホームエネルギーレポート （オラクル社 (旧・Opower））

（出典）平山、中上、鶴崎他 「ホームエネルギーレポートによる省エネ効果の地域性・持続性に関する実証研究ー省エネ効果の季節性と経年変化ー」、BECC JAPAN 2020、（2020年8月25日）
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（注）上下の点線は95%信頼区間、削減率＝平均介入効果 /（送付世帯エネルギー消費量-平均介入効果）

ホームエネルギーレポート実証による省エネ効果

• 北海道から沖縄まで、いずれの地域でも平均2％の省エネ効果*1を確認

• 送付停止後の持続効果も含め、累積CO2削減量は11万トン*2 （30万世帯）

✓ エネルギー基本計画、地球温暖化対策計画には、効果「2％」の情報提供を、
2030年度までに80％の家庭に普及させる対策が盛り込まれている。

✓ 果たして、本実証で効果が確認された、プッシュ型（オプトアウト型）の情報提供は、どこまで浸透するか？
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北海道 北陸 関西 沖縄

削
減
率

[%
]

削減率

介入停止 介入停止 介入停止 介入停止

地域別 月別エネルギー削減率

1.0～2.8％

（出典）環境省委託事業 「平成29～令和2年度 低炭素型の行動変容を促す情報発信（ナッジ）等による家庭等の自発的対策推進事業（生活者・事業者・地域社会の「三方良し」を実現す
る日本版ナッジモデルの構築）」 （実施主体：日本オラクル株式会社、株式会社住環境計画研究所）」

都市ガス 電気 電気 電気

*1 全家庭に送付した場合の省電力効果は、
太陽光発電 370万kWの発電量に相当

*2 省エネ効果の減衰率を年13％、引っ
越し等による参加者減少率を年6％として
2017～2019年度のレポート送付効果
が減衰しながらも持続するとして試算
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エネルギーレポートから設備更新に誘導

（出典）Oracle, Inc. ウェブサイト（2022年11月10日アクセス）
https://docs.oracle.com/en/industries/energy-water/energy-efficiency/her-configuration-v3/Content/Customer_Experience/Progress-Report-Type-HERv3.htm

「省エネバリア」の緩和
①動機が無い ⇒他世帯比較等によるナッジ等
②情報へのアクセス ⇒次の情報の入り口を用意

エネルギー事業者
が提供するヒート
ポンプ導入プログ
ラムへの誘導

https://docs.oracle.com/en/industries/energy-water/energy-efficiency/her-configuration-v3/Content/Customer_Experience/Progress-Report-Type-HERv3.htm
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動画でHPの特長や仕組みを紹介 (National Grid US)

（参考）Oracle, Inc. プレスリリース “National Grid Brings Customers’ Energy Journey to Life. Video energy reports from Opower increase customer click-through rates by 12X”（2020年5月27日）
https://www.oracle.com/corporate/pressrelease/national-grid-energy-journey-052720.html （2023年2月13日アクセス）

（出典）National Grid US “Electric Heat Pump Systems”  (2021年公開) https://www.youtube.com/watch?v=yey1i7pMQOg （2023年2月13日アクセス）

①「冷暖房は電力需要の32％を占めています」 ②「私たちはヒートポンプ導入をお手伝いします」

③「冷蔵庫と同じ技術です」 ④「詳しくは以下をクリックしてください」

https://www.oracle.com/corporate/pressrelease/national-grid-energy-journey-052720.html
https://www.youtube.com/watch?v=yey1i7pMQOg
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ワンストップサービスで負担を軽減

• アイルランド SEAI（政府機関）が促進する One Stop Shop 

• One Stop Shopサービスの概要

➢ 2021年に構築、2022年2月にサービス開始

➢Home Energy Assessment への助成（350ユーロ）

✓ Building Energy Rating（建物エネルギー査定）

✓ 査定を”B2”以上にアップグレードするための改修内容の提案

✓ ヒートポンプ導入に関する技術的調査

✓ 改修による快適性向上、光熱費削減の効果

✓ 改修費用

➢One Stop Shop登録事業者リストの提供

➢One Stop Shopの利便性

✓ 工程・作業・品質の管理を代行

✓ 多様な助成金への一括アクセス

✓ 資金面の選択肢

✓ 改修後のBER（建物エネルギー査定）

（出典） SEAI One Stop Shopウェブサイト
https://www.seai.ie/grants/home-energy-grants/one-stop-shop/

現在、エネルギー改修事業者、エネ
ルギー事業者の計12社。
政府が、50万件のB2アップグレード
目標を背景に、複数年にわたる補
助金交付を約束したことで、事業の
予見性が高まった。
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SEAIウェブサイトでの住宅改修効果シミュレーション

• 3問に回答し、光熱費、エネルギー消費、快適性、CO2排出、室内空気質の改善効果を試算

➢ 住宅のタイプ、暖房エネルギー源、建物エネルギー査定ランク (A～G、デフォルト=D）

（出典） SEAI One Stop Shopウェブサイト
https://www.seai.ie/home-energy/home-upgrades/b2-rated-home/
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One Stop Shopサービスの流れ

「省エネバリア」の緩和
①優先度が低い ⇒手間を極力省く
②資金へのアクセス ⇒各種助成金を漏れなく利用
③情報へのアクセス ⇒事業者からの包括的提案
④技術への懸念 ⇒専門家による調査・診断

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5

コンタクトフォーム
に記入して送信

住宅の診断
・専門家の現地調査
・最善の提案検討

担当者からのコンタクト
・適格性の確認
・スキームの説明

One Stop Shop事業者によるホームエネルギーアップグレードの流れ

ホームエネルギーアップ
グレードレポートの受領

質問への対応

意思決定
⇒ 申込

詳細内容の
最終確認

契約

契約

消
費
者

事
業
者

施工・監理 助成金額を
除いて請求

支払
BER受領

診断まででも良い
（助成金あり）

（出所）Retrofit Energy Irelandのウェブサイト（ https://www.reil.ie/）を基に住環境計画研究所作成
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プッシュ型の介入が有効

• きっかけづくりとしての、プッシュ型の情報的介入をいかにデザインするか

情報の
充実度

利用者
＋

＋

評価制度

プッシュ型介入

情報提供

他世帯比較等の刺激によって関心を高め、
具体的な手段を、できるだけ実施のハードル
を低くして、提示する


